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1. リサーチ・クエスチョンを点検する  

FINER (Hulley et al., 2013) 

• Feasible : データ収集・分析可能か？ 

• Interesting : 問いは興味深い / 答えがわかると面白そうか？ 

• Novel : これまでの文献にない視点か？ 

• Ethical : 特定の個人や組織に不利益はないか？ 

• Relevant : 利害関係者へインパクトをもたらすか？ 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2. 簡易フローチャート：研究手法  

Reference: Kashino (2021)
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3. うまく書くための要素：構成やテクニックの前に  

前提：学術研究とは、過去の対話を理解した上で 理論的な貢献 を行うこと  

1. 先行研究の流れが把握できている 
- Aという領域でa, b, cが議論されている。aの結果は+だったり-だったり一定していないが、bは

常に+だと分かっている。cは常に-である 

2. 先行研究と自分の研究の違いが分かっている 
- これまでa, b, cはわかっていたが、dという視点の研究は少ない 

- Aの前提は〇〇だが、□□という前提に立つとα (≠a) が重要となる 

3. 1と２より、自分の研究による理論的貢献が何かわかっている 
- 理論的貢献がなければ学術研究にならない 

- なお、定性研究ではデータ分析中に浮かび上がることも多い (Rouse et al., 2025) 

-> つまり：どれだけ先行研究を「読めているか 」に左右される 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参考：アカデミック・ライティングおすすめ資料  

理論的な貢献をわかりやすく伝えるために  

Barney (2020)Glasman-Deal (2020)

https://www.amazon.com/Science-Research-Writing-Hilary-Glasman-deal/dp/1786347849/
https://doi.org/10.1007/s13162-020-00163-y
https://doi.org/10.1007/s13162-020-00163-y
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4. 相互レビュー：FIRM  

• Focus (焦点): リサーチクエスチョン(RQ)は明確か？研究を通じて答えが出せる

か？ 答えが自明過ぎないか？ 

• Importance (重要性): なぜこの研究を行う必要があるのか？誰にとって、どのような

意味で重要なのか？ 問題意識にどの程度説得力があるか？ 

• Rigor & Realism (厳密性と現実性): RQに答えるための適切な手法か？なぜそれ

がベストなのか？計画は現実的か？（リソース、アクセス、倫理面） 

• Map (繋がり / 論理構成): 研究ノート全体（問題意識→RQ→文献→手法→貢献）

は、論理的に一貫したストーリーになっているか？各セクション（特にRQと手法、RQ

と貢献）はきちんと繋がっているか？ 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Thank you :)  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